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川辺堀之内土地区画整理事業では、元副市長の河内久男氏ととも

にもう1人、有罪判決（懲役２年・執行猶予４年）を受けた人物がい

ます。川辺堀之内土地区画整理事業の受託業者である企業公社社員O

氏で、河内氏の「腹心」として動いていたとされる人物です。区画

整理などを請け負う民間の会社に勤めていたO氏は、これまた河内氏

の「腹心中の腹心」とされていた堀之内元副市長（当時企業公社社

長）に声をかけられ企業公社に転職、直後から企業公社が受託した

川辺堀之内土地区画整理事業に関わり、河内氏のもとで補助金詐欺

など一連の不正に手を染めてしまったのです。

河内氏の刑事裁判で証拠として提出されたこのO氏の供述調書には、

補助金詐欺等に手を染めた背景や河内氏とのやりとりが生々しく記

載されています。

以下は、そのごく一部です。 中野あきと

[供述調書]

●河内さんが私に対し「私の報酬や皆の休日手当を調査設計費に計

上するように」と言って、調査設計費の科目の余裕分から河内さ

んの給料や私たちの休日手当を支出するように指示してきました。

私は、この時、河内さんに「ありえないことですよ。まずいんじゃ

ないですか」などと意見しました。……しかし河内さんは、……

問題ないなどと言ってとりあってくれませんでした。

●私は河内さんが、めちゃくちゃなことを言っていると思いました

が河内さんに逆らえば組合から放逐されてしまうことが怖くて、

それ以上意見できませんでした。河内さんは、以前から「事業を

延伸してでも市助成金を取りきる」などと組合役員などに説明し

ていました。私は……組合の資産も潤沢であるし、助成金の総額

を取りきるのは難しいのではと思っていましたが、河内さんが宣

言していることに意見できるはずもありませんでした。

●河内さんは……河内さんの発案で各種手当等を理事や職員に次々

と払い込んでいったこと、さらには河内元副市長の肩書により、

理事長ら役員に絶大な信頼を得ていたことから、組合の中で天皇

のごとく振舞っていました。

＜連載＞不正問題を２度と繰り返さないために！

市政で起こったこと、そしてこれから
［第５回］「河内王国」の大罪

川辺堀之内土地区画整理事業をめぐって ②

低
層
住
宅
地
域
に
隣
接
す
る

72
㍍
の
高
さ
の
巨
大
施
設

10
月
２
日
、
事
業
主
で
あ
る
三
井

不
動
産
に
よ
る
説
明
会
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
高
さ
72
㍍
の
２
棟

な
ど
、
合
わ
せ
て
３
棟
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
気
候
変
動

対
策
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
施
設
。

膨
大
な
電
力
を
消
費
し
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
社
会
的

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
住

環
境
に
止
ま
ら
ず
、
市
民
全
体
に
と
っ

て
も
重
大
な
問
題
で
す
。

三
井
不
動
産
は
説
明
責
任

・
社
会
的
責
任
を
を
は
た
せ

低
層
住
宅
地
域
に
隣
接
し
て
72
㍍

の
巨
大
施
設
を
建
設
す
る
計
画
は
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

等
が
求
め
て
い
る
、
「
統
一
感
の
あ

る
景
観
」
「
周
辺
環
境
と
調
和
の
取

れ
た
建
物
高
さ
」
に
明
ら
か
に
反
し

て
い
ま
す
。

三
井
不
動
産
は
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
基
づ
き
話
し
合
い
や
再
度
の
説

明
会
を
求
め
て
も
、
こ
れ
に
応
じ
よ

う
と
は
し
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
気
候

変
動
対
策
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

電
力
消
費
量
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
予

測
値
に
至
っ
て
は
、
「
秘
匿
性
」
を

理
由
に
開
示
を
拒
み
続
け
て
い
ま
す
。

い
ま
企
業
は
従
業
員
や
消
費
者
、

環
境
、
地
域
経
済
や
自
治
体
へ
の
配

慮
、
社
会
貢
献
な
ど
、
社
会
的
責
任

が
問
わ
れ
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ

て
お
り
、
三
井
不
動
産
の
一
連
の
姿

勢
・
対
応
は
、
ま
さ
に
社
会
的
責
任

が
厳
し
く
問
わ
れ
る
事
態
で
す
。

環
境
先
進
都
市
と
し
て
求
め

ら
れ
る
日
野
市
の
指
導
・
対

応
力

日
野
市
は
、
戦
後
高
度
成
長
期
に

お
け
る
乱
開
発
か
ら
緑
と
清
流
を
守

る
環
境
行
政
を
確
立
し
な
が
ら
、
環

境
基
本
条
例
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
な

ど
先
進
的
な
条
例
を
制
定
し
て
き
ま

し
た
。

そ
う
し
た
中
で
持
ち
上
が
っ
た
巨

大
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
は
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
住
環
境
、
日

野
市
の
環
境
政
策
・
気
候
変
動
対
策

に
、
文
字
通
り
重
大
な
影
響
を
与
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
先
進
都
市
と
し
て
築
き
上
げ

て
き
た
日
野
市
の
環
境
行
政
の
誇
り

に
か
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
、
環

境
基
本
条
例
を
駆
使
し
て
、
確
固
た

る
立
場
で
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
日

野
市
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(

次
号
で
は
共
産
党
市
議
団
の
政
策

等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す)

《
お
詫
び
と
訂
正
》

11
月
号
で
今
年
10
月
の
総
選
挙

の
日
野
市
に
お
け
る
得
票
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
比
例
区

に
お
け
る
自
民
党
の
得
票
率
表
記

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
23
・
12
％
で
し
た
。

ご
指
摘
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
年
も
11
月
22
、
23
日
の
両
日
、

「
も
み
じ
灯
路
」
が
行
な
わ
れ
、

午
後
５
時
か
ら
８
時
ま
で
点
灯
さ

れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
街
は
師
走
。
今
年
も

残
り
わ
ず
か
で
す
。

日
野
市
の
気
候
変
動
対
策
も
頓
挫
し
か
ね
な
い

巨
大
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画

９
月
号
で
紹
介
し
た
日
野
自
動

車
工
場
跡
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る

巨
大
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
周
辺

地
域
の
住
環
境
に
と
っ
て
も
、
日

野
市
の
環
境
・
気
候
変
動
対
策
に

と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
重
大
な
計

画
で
あ
り
、
事
業
者
・
三
井
不
動

産
の
姿
勢
・
対
応
も
厳
し
く
問
わ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
住
民
説
明
会
や
議
会

質
疑
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事

実
、
問
わ
れ
る
問
題
は
…
。

高
幡
不
動
尊
参
道
の

「
も
み
じ
灯
路
」



［無料法律相談日］202５年1月

（お申込み）☎042-582-1042
わたなべ三枝・清水とし子事務所

■ ９日（木）午後１時～３時

市役所６階共産党控室

こんにちは

都議会議員

清水とし子です

・都議会で一般質問

・「女性の広場」に

リレーエッセイ

セ
ル
フ
レ
ジ
の
普
及
も
あ
り
、

黙
っ
た
ま
ま
で
も
買
い
物
が

で
き
る
。
時
代
の
趨
勢
に
は

逆
ら
え
な
い
が
何
か
味
気
な

い
。
店
員
さ
ん
と
の
や
り
と
り
に
郷

愁
を
感
じ
る
の
も
、
昭
和
世
代
だ
か

ら
だ
ろ
う
▼
行
き
つ
け
の
理
容
店
は
、

お
連
れ
合
い
に
先
立
た
れ
た
女
性
が

一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
。
鋏
を

使
い
な
が
ら
の
客
と
の
会
話
が
大
切

な
商
売
だ
が
、
上
手
な
相
槌
で
床
屋

政
談
が
弾
み
退
屈
し
な
い
▼
在
職
中
、

最
寄
り
の
駅
前
の
小
さ
な
洋
食
店
を

よ
く
利
用
し
た
。
あ
る
日
、
鞄
を
忘

れ
慌
て
て
引
き
返
え
す
と
店
員
さ
ん

が
「
気
が
付
か
な
く
て
す
い
ま
せ
ん
」

と
、
自
分
の
不
始
末
を
詫
び
る
よ
う

に
忘
れ
物
を
渡
し
て
く
れ
た
。
来
店

者
の
持
ち
物
に
は
目
を
配
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
接
客
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
心
遣
い
が
心
地
よ
か
っ

た
▼
今
年
の
流
行
語
大
賞
は
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
『
不
適
切
に
も
ほ
ど
が
あ

る
！
』
の
略
称
『
ふ
て
ほ
ど
』
に
決

ま
る
。
阿
部
サ
ダ
オ
さ
ん
が
演
じ
る

「
昭
和
の
お
じ
さ
ん
」
が
、
令
和
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
物
語
だ
。
時

代
が
い
つ
で
あ
れ
不
適
切
は
不
適
切

と
教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
授
賞
理
由

に
な
っ
た
▼
今
年
最
大
の
不
適
切
と

言
え
ば
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
だ
ろ

う
。
役
所
の
窓
口
に
は
そ
の
問
い
合

わ
せ
が
殺
到
し
て
い
る
と
い
う
。
昭

和
の
夫
婦
漫
才
の
名
台
詞
「
責
任
者

出
て
来
い
」
が
蘇
え
る
。
元
デ
ジ
タ

ル
相
の
あ
の
強
引
な
御
仁
は
今
何
を

し
て
い
る
▼
年
末
に
は
床
屋
政
談
に

花
を
咲
か
せ
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
頭
で

年
明
け
を
迎
え
る
と
し
よ
う
。
来
年

は
丁
度
昭
和
百
年
だ
と
か
。
併
せ
て

戦
後
80
年
に
当
た
る
。
（
Ｋ
）

短信

都議会本会議で一般質問12月11日

12月3日から第４回定例会が始まりました。私は一般質問を行

います。

質問は、①路線バスやミニバスなどが運転手不足で減便、廃

止されている実態を示して、都の支援の抜本的な強化を求めま

す。②清水事務所と日野市議団の介護事業者アンケートに寄せ

られた声をもとに、訪問介護事業者やヘルパーさんへの支援を

求めます。③大量の電力を使いCO2をだすデータセンター問題に

ついて取り上げます。

「女性のひろば」にリレーエッセイ

日本共産党が発行している雑誌「女性のひろば」の地方議員

リレーエッセイに掲載していただきました。

「私の原点 子どもの医療費無料化」という題で、子どもの

病気をきっかけに医療費無料化運動に取り組んだ頃のこと、運

動を通して日本共産党に入党したこと、市議会議員になった初

質問も子どもの医療費無料化だったことなど、私にとって子ど

もの医療費無料化は原点であり、ライフワークです。

１８歳まで対象年齢が拡大され、一部自治体に残る所得制限

と窓口自己負担をなくせば、全都完全無料化が実現します。

大坪冬彦市長 市長選不出馬を表明

日野市の大坪冬彦市長は11月27日記者会見を行い、来年４月に

行われる日野市長選挙に立候補しないことを明らかにしました。

大坪氏は、元副市長による不正問題の再発防止に一定のめどがつ

いたこと、デジタル化や脱炭素化など、時代の流れを捉える新し

いリーダーが必要と、不出馬に至る理由を述べました。

歩
道
橋
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
の
工
事

路
面
補
修
と
通
行
区
分
実
施

路面が劣化していた歩道橋「ふれあい橋」の補修工事が始まり

ました。あわせて要望が出されていたラインによる歩行者と自転

車の通行区分も行われます。担当課では歩道橋の建前から歩行者

優先。自転車通行はくれぐれも安全でとのこと。工事終了は来年

３月の予定。工事中も通行は可能です。

国保の値上げはやめて

日野市が2025年度国民健康保険料の値上げを予定している

ことを知りました。来年度値上がりは、4人家族で年収400万

円で28500円の値上げになり、さらに2037年まで 2年ごとに7

回の値上げ計画ということです。

2018年から制度が変わって東京都が財政運営の主体になっ

たことによるそうですが、こんな無茶なことは「きまり」だ

からといっても許せません。

しかも物価高騰で市民の暮らしは大変な状況です。国民年

金の加入者は自営業の方、年金暮らしの方、非正規雇用の方

など低所得者の方が多いのです。加入者の負担は大変になり

ます。

国保の運営には、国・東京都の財政支援が欠かせません。

全国知事会は3兆円の支援を国に要請しています。これ以上

市民の暮らしを苦しめないでください。 南平（Ｍ）

日
野
市
は
12
月
議
会
へ
、
３
学
期
の

学
校
給
食
の
無
償
化
に
掛
る
経
費
を
補

正
予
算
に
盛
り
込
ん
で
提
案
し
ま
し
た
。

総
額
は
１
億
７
６
０
０
万
円
で
、
そ
の

う
ち
東
京
都
の
補
助
金
が
１
億
５
４
０

０
万
円
、
市
の
負
担
は
２
２
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
補
正
予
算
は
各
常
任
委
員
会
で

審
議
さ
れ
、
議
会
最
終
日
の
17
日
に
可

決
・
成
立
す
る
見
通
し
で
す
。

な
お
、
１
年
間
の
通
年
予
算
は
総
額

７
億
６
０
０
０
万
円
で
、
そ
の
う
ち
都

の
補
助
金
が
約
６
億
５
６
０
０
万
円
、

市
の
負
担
金
は
約
１
億
４
０
０
万
円
で
、

来
年
度
以
降
も
予
算
化
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。

こ
れ
に
よ
り
月
額
５
３
１
０
円
（
小

学
生
高
学
年
）
、
６
０
５
０
円
（
中
学

生
）
な
ど
の
負
担
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

補
修
さ
れ
る
平
山
小
学

校
裏
の
歩
道
の
凹
凸

７
・
８
月
合
併
号
に
記

載
し
て
い
た
平
山
小
学
校

裏
の
歩
道
の
凹
凸
に
つ
い

て
、
12
月
議
会
の
補
正
予

算
に
補
修
経
費
が
計
上
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

桜
の
木
の
「
根
上
が
り
」

で
歩
道
部
分
の
一
部
が
押

し
上
げ
ら
れ
デ
コ
ボ
コ
に

な
っ
て
い
た
も
の
で
、
歩

く
の
が
危
な
い
と
言
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
、
担
当
課

に
補
修
を
求
め
て
い
た
も

の
で
す
。

学校給食費無償化 日野市が予算計上


